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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

交感神経系と免疫系の制御異常が高血圧の病態において注目されている。免疫恒

常性を維持する Foxp3 陽性制御性 T 細胞は強力な降圧作用を有している。本研究

では、交感神経活動が亢進した脳卒中易発症高血圧自然発症ラット（SHRSP）に

おいて制御性 T細胞の割合が変化しているかどうかを系統的に調べた。さらに、脾

臓の制御性 T 細胞に焦点を当て、脾臓の制御性 T 細胞の割合が高血圧の進展と関

連して脾臓交感神経入力により影響を受けるかどうかを明らかにした。また、制御

性T細胞の誘導がSHRSPにおける高血圧の進展と心肥大の進行に及ぼす影響につ

いて検討を行った。正常血圧の Wistar-Kyoto（WKY）ラットと比べて、SHRSP

では高血圧発症前に脾臓でのCD4陽性CD25陽性 Foxp3陽性細胞（制御性 T細胞）

の割合が減少していた。高血圧形成前の SHRSP に脾臓交感神経除神経を行うと、

除神経 4 週間後に制御性 T 細胞の減少および SHRSP の高血圧の進展を抑制した。

インターロイキン（IL）－2と抗 IL－2モノクローナル抗体の複合体は生体内で選

択的に制御性 T 細胞を誘導し、溶媒（vehicle）治療群と比べて SHRSP における

高血圧の進展を遅らせ、体重あたりの心重量比と心筋細胞断面積を減少させた。こ

の知見は、制御性 T細胞割合の減少が SHRSPにおける高血圧と心肥大の進展にき

わめて重要であること、そしてそれには脾臓への交感神経入力が関わっていること

を示唆するものである。 

  

 以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論に

ついての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各

調査員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問

を行ったがいずれについてもほぼ適切な解答を得た。 

 よって調査委員合議の結果、試験は合格とした。 

 

 
 

 

 

 


